
第1部では、最近の中小企業の動向について分析するとともに、第2部では、中小企業の更なる発展
の方策として、国内制約が高まる中での新たな展開及び国外の成長機会の取り込みについて分析。

第 1部　最近の中小企業の動向
2009年度の中小企業の動向を概観するとともに、リーマン・ショック後の景気後退が我が国の中小
企業に及ぼした影響を分析。
•中小企業の業況は、持ち直しの動きが見られるものの、業種・規模によってはその動きに違いがあ
る。特に資金繰りと雇用は依然として厳しく、デフレや円高の進行等、先行きにリスクがある。
•リーマン・ショックは、我が国の中小企業に、株価下落等の資本市場及び輸出急減等の財市場を通じ
て深刻な影響を及ぼした。政府としては、様々な中小企業対策を行ってきており、今後とも金融と雇
用を中心に中小企業対策に万全を期していく。

第 2部　中小企業の更なる発展の方策
●国内制約が高まる中での新たな展開

中小企業は、厳しい経済情勢の下、密度が低下する中小製造業集積の維持・発展、環境・エネル
ギー制約への対応、少子高齢化時代の新事業展開にどのように取り組み成長していくのかを分析。
•中小製造業集積では、製造業の事業所数が大幅に減少。集積内には、我が国の製造業の根幹を支え
る高度な技術や工程を担う企業及びこれらの強みを活かして集積外から仕事を獲得してくる企業が
存在する。我が国の製造業の競争力を強化するためには、こうした個々の企業の強みを活かすこと
のできる中小企業の連携を確保していくことが重要である。
•中小企業は、エネルギー起源二酸化炭素の1割強を排出。中小企業は、設備導入を伴う投資による
省エネに取り組む余裕がなく、省エネ支援策を活用することにより一層の省エネに取り組むことが
期待される。また、独自の技術を活かしてグリーン・イノベーションを推進することにより、我が
国の二酸化炭素排出量の削減に取り組むことが期待される。
•中小企業では、少子高齢化が進行する中、女性や高齢者の活用等の労働の多様化が進展。中小企業
は、多様な人材を活用するために仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に取り組むとと
もに、必要な仕事に必要な人材が就くために業種間の人材移動や人材定着のための環境づくりを進
めていくことが重要である。また、最先端の医療技術や健康食品の開発等のライフ・イノベーショ
ンを推進していくことが重要である。

●国外の成長機会の取り込み
中小企業は、アジアを中心とする世界経済の発展を、自らの成長にどのように取り込んでいくのか
を分析。
•中小企業は、輸出や直接投資を開始した後に、労働生産性が上昇。中小企業は、国際化にあたっ
て、情報、人材、資金等の課題を抱えており、こうした課題解決を支援していくことにより、国外
の成長機会をより一層取り込むことができる。また、貿易の自由化は、中小企業にとってもメリッ
トがあり、推進していくことが重要である。

今回の世界経済危機は非常に厳しく様々な課題も存在するが、中小企業が新事業展開及び創業を行う
ことなどにより、危機と課題を乗り越える中に更に発展していくチャンスがある。

中小企業白書2010年版の概要


